
飼料化情報公開体制構築事業
未利用資源飼料化試験情報

1. 試験の概況

2.【原料】試験のために収集した未利用資源について

試験機関等名称

試験実施年度

試験のタイトル（目的）

試験概要

この試験の実用化の可能性

理由

資源

排出物名称

排出元

特　性

処理１
（飼料化のための一次処理）

処理２
（品質保持方法）

留意点

状　態

未利用資源１ 未利用資源 2 未利用資源 3 未利用資源４ 未利用資源５

内容物

乾物中・原物中
水分
粗蛋白質
粗脂肪
可溶無窒素物
ADFom
NDFom
粗繊維
粗灰分

品質保持期間

未利用資源名
対象畜種
試験の内容

効果の概要

成
分(

%)

平成 22 年度

茶殻サイレージ及びチーズホエイを用いた発酵ＴＭＲの肉用牛・乳用牛への給与

爽健美茶の茶殻及びチーズホエイ

未利用資源の爽健美茶の茶殻は産業廃棄物扱いとしていたが、その原料の多くは穀類を使用してい

る。また、ナチュラルチーズ製造時に発生するチーズホエイも一部、産業廃棄物扱いとなっている

ことから、粗飼料と配合飼料も混合し発酵ＴＭＲ（混合飼料）を製造、乳牛・肥育牛 (F1) を対象に

給与試験を行った。

乳酸発酵することにより嗜好性の向上が図れた。育成期の下痢どまり効果が見られた。
肥育牛のオレイン酸の比率が高い。等の効果があった。

乳牛・肥育牛 (F1) 育成期～後期まで

みやぎエコフィード実証協議会　・　実施団体：一般財団法人蔵王酪農センター（宮城）

肥育牛の飼料として普及を図っているが、黒毛和種について生産者は独自の給与体系で肥育してい

ることから切替ることに抵抗があり普及に苦慮している。

茶殻

食品製造業

固形

原物中

69.0％

3.0％

0.9％

1.4％

2 ～ 3 日

その他
乳酸発酵ｐＨ4.0

複数混入製品

処理なし

処理なし

処理なし

　

　

　

　

　

　

発生した後直ち
に乳酸発酵させ
る。

　

　

　

　

原物中

93.0％

0.8％

0.3％

　

　

　

　

0.5％

2 ～ 3 日

発酵ＴＭＲ製造
時に搬入する。

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

チーズホエイ

食品製造業

液体

単一製品

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

実用化済み

畜種名 家畜ステージ



３.【飼料】試験に給与した飼料について

4. 試験結果詳細情報の公開について

５. 連絡先

特性 飼料 1 飼料 2 飼料 3 飼料 4 飼料 5
使用した未利用資源

飼料化処理加工方法

給与飼料に占める未利用資源
混入率 (%)

ベースとなる飼料
対象畜種

品質保持期間

給与効果（肉質・乳質、増
体、コストへの効果）

公開の有無

住所

電話番号

e-mail

掲載誌等に発表した場合

所在地（URL等）

家畜のステージ

資源１
資源２

育成期～後期まで

乳牛・肥育牛 (F1)

未開封６カ月間

乳酸菌の効果から

肉質はオレイン酸

比率が高く、乳質

は乳房炎抑制効果

も見られた。

報告書　みやぎエコフィード協議会の報告書

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

TMR あたり  

　          　          　          　          

著者名
題名
掲載誌（項）
発行所
発行年月

乳酸発酵

原物当たり

60％


